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①吸引 器械出しの方が溶解用シリンジを持ち、外回りの方が溶解水
ボトルを持ち接続。計量ラインよりも多めに溶解水を吸引する。

Ｙ字管

②Ｙ字管の取り外し Ｙ字管から溶解用シリンジを
まっすぐに引き抜く。

③エア抜き エア抜きを行い、計量ラインにガスケット
の上部を合わせて、溶解水を規定量に調整する。

④溶解水注入 水平な場所にバイアルを置き、
溶解用シリンジを垂直に接続する。

⑥溶解 直ちにバイアルを上下に30秒程激しく
振り、粉末を溶解する。粉末のダマが残らずに
十分に溶解していることを確認する。
（粉末溶解後は60分以内にご使用ください。）

⑤溶解用シリンジの取り外し バイアルを縦に
保持したまま溶解用シリンジを外す。

溶解水ボトル 溶解キット スプレーヤーキット ロング スプレーヤーキット ショート/開腹手術専用 専用レギュレータ

アドスプレー™ 使用手順

ステップ 1 粉末の溶解

品種

アドスプレー ロング/レギュラー

アドスプレー ロング/ミニ

アドスプレー ショート/レギュラー

アドスプレー ショート/ミニ
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③
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外回りの方が
Y字管を保持してね！

粉末Aをバイアルの蓋と
底面にぶつけるように
振るのがポイント！

溶解水注入後、
粉末と水が分離した状態を
維持したまま振り始める

ことが大事！



ステップ 5 試し吹き

⑦バイアルアクセスの接続 調整済みバイ
アルとバイアルアクセスの大小を合わせ、
カチッと音がするまで接続する。

噴霧用シリンジ

⑧噴霧用シリンジの接続 バイ
アルアクセスと噴霧用シリンジの
大小の向きを合わせ接続する。

⑨吸引 緑色のストッパーをつま
みながら押し子をまっすぐに引き、
溶液をすべて吸引する。

⑬送気チューブの接続・ガス圧の調整 外回りの方は、
専用レギュレータが送気ガス供給装置（圧縮空気）のアウト
レットに接続されていることを確認し、フィルターをコネク
ター部に接続する。調整ダイヤルを回し、ガス圧を0.10MPa
に調整する。

ノズルをトロッカーに挿入
/抜去する際は、シースを
先端方向にスライドし、
スプレーヤー先端をまっ
すぐな状態にする。

バイアルアクセス

調整済みバイアル

小

小

大

大

ストッパー

器械出しの方 器械出しの方

外回りの方

外回りの方

押し子

⑩バイアルアクセスの取り外し
噴霧用シリンジをまっすぐに引き、
バイアルアクセスから外す。

前に動かす

シース

フィルター

目安量は粉末A溶液
（シリンジの太い方）
約0.5mL

腹腔鏡手術の場合

⑪エア抜き 滅菌ガーゼ
等で溶液の漏れを抑え
ながら、エア抜きを行う。
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⑭ノズルと噴霧用シリンジを接続
ノズルの先からガスが流れている
ことを確認し、ノズルと噴霧用シリンジ
の緑色のマークを合わせてまっすぐに接続する。

⑫送気チューブの取り出しトレーから送気チューブを取り ・外回りの方はチューブを受け取りたぐる。
出し、器械出しの方はチューブ先端を外回りの方に渡す。 ・器械出しの方は清潔区域内で必要なチューブの長さを確保する。

⑮試し吹き 使用直前にトレーやバット等
に向け試し吹きを行い、溶液が白くゲル化する
ことを確認する。

商品に関するお問い合わせは

テルモ・コールセンター

（9:00～17:45  土・日・祝日を除く）
0120-12-8195

ステップ 2 溶液の充填

ステップ 3 送気チューブの取り出し ステップ 4 ガス圧の調整

「カチッ」とは鳴らないよ。
押し込み過ぎないでね！

リンジ

バイ
ンジの
する。

⑨
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一直線に引っ張らず、
両手でたぐるように
　　　　してね！

⑬

　　　　してね！

3か所の爪が
はまっているかな？
接続が不十分だと
液漏れの原因になるよ

接続
る
リンジ
すぐに接続する。

⑮

液漏れの原因になるよ


